
自分のまちを自分達で住みよくしよう
市民協働市民協働 市民参加と

市民協働推進会議の
委員になりませんか

問▶市民協働課（☎〈71〉2218）
topic 3

●内容　職務内容➡平日・㈯の昼間に開催する会議
への出席（年３回程度）
任期➡11月１日～令和８年10月31日（２年間）
報酬➡会議１回につき７５00円
選考➡書類審査、面接（９月18日㈬午前予定）
●対象　市内在住・在勤・在学・市内で活動する満
18歳以上（令和６年11月１日時点）

●定員　３人程度
●申込方法　８月１日㈭～1５日㈭に、応募用紙を持参
か郵送（消印有効）、ファクス、Ｅメールで市民協働課
（〒446－8５01住所不要／ＦＡＸ〈７２〉3７41／
kyodo@city.anjo.lg.jp）へ
※�応募用紙は市民協働課・市HPで配
布。QRコードからも申込み可。

安城市市民協働推進計画の推進、市民協働に関する取組みについて、
幅広く市民の意見を反映するために、委員の一部を公募します。

◦審議会や協議会等…市役所の外部の人に、市の取組み
等について審議してもらう場です。約半数の審議会等で
は、委員として市民が参加しています。また、多くの審
議会は傍聴できます。

◦パブリックコメント…施策の案を公表し、それに対し
て広く市民の皆さんから約１カ月間意見を募ります。

他にも参加の
仕方はたくさん
あります！
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地域の中学生等

市民参加の様々な「カタチ」

例 部活動の地域移行に伴い、市民活動団体が中学
生以下に無料で練習できる場所を提供。世代を超えた
交流の場を目指します。

市民交流センターで情報やアドバ
イスをいただき、活動の幅が広が
りました。部活動の地域移行の受
け皿として、長期休みにプロの講
師を呼んで活動します。年代関係
なく楽しく過ごしてほしいです。

井杭山卓ボラ会　石田さん

私達のところへ相談に来ていた
だければ、関係する組織や必要
としている場所へお繋ぎできま
す。ひとりで考えず、お気軽に
お越しください。

市民交流センタースタッフ

市民が市政に主体的に参加することです。
本市は「市民が主役の自治の実現」を目指しています。市民参加とは？

市民、地域団体、市民活動団体、事業者及び市が、地域の課題を解決する
ために、それぞれの特性を生かして補完し合い、協力することです。市民協働とは？

協力
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８月５日㈪から申込受付開始！
以下の番号へ電話で申込み

スマホで生活を
もっと豊かに！
　本市では、スマホに不慣れな人や、
より便利にスマホを活用したい人向け
に、スマホ講座を開催しています！

来年３月まで毎月開催！
詳細は毎月の広報あん
じょう又は市HPを確認
してください。080-1584-3589

事業委託先：㈱ティーガイア

LINEでの各種申請や情報収集、日常でのLINE活用方法を学びます

（受付時間：平日のみ 午前９時～午後５時）

LINEの便利な使い方９月のテーマ

９月３日㈫安祥福祉センター

９月６日㈮作野福祉センター

９月11日㈬桜井福祉センター

９月13日㈮西部福祉センター

９月17日㈫総合福祉センター

９月20日㈮北部福祉センター

９月26日㈭明祥プラザ

９月27日㈮中部福祉センター

対象 市内在住の概ね60歳以上

定員 各回10人（先着）

時間
午前の回 10時～正午
午後の回 １時30分～３時30分

持ち物 スマートフォン

93%93%93%
講座終了後に実施したアンケートでは93%の人が満足
したと回答（「どちらでもない・不満でした」は約７%）。

満足度
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問▶デジタル推進課（☎〈71〉2207）topic 4


